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■プログラム掲載用の要旨 

ライティング支援の専門家では必ずしもない大学院生が、どのようなプロセスを経て、一

人前の立派なチューターとなっていくのか。本研究では、事前研修期間中のワークシート、

チュートリアル実施後の支援履歴など、青山学院大学アカデミックライティングセンター

（AWC）が蓄積する支援者育成プログラムに関するデータを質的アプローチから分析する

ことによって、ライティング支援者としてのチューターの成長プロセスを実証的に明らか

にすることを目指す。それと同時に、ライティング支援者育成プログラムとしての有効性に

ついても検討することを目的とする。 

 

■発表要旨 

ライティング支援の専門家では必ずしもない大学院生が、どのようなプロセスを経て、一

人前の立派なチューターとなっていくのか。本研究は、青山学院大学アカデミックライティ

ングセンター（AWC）におけるチューター育成プログラムに関する質的データにもとづき、

ライティング支援者としてのチューターの成長プロセスを描くのと同時に、同プログラム

自体の有効性についても実証的に検討することを目的とする。 

青山学院大学 AWCは、正課授業外において学術的な文章作成を支援する機関である。支

援対象者は本学学士課程、大学院に在籍する学生で、日本語あるいは英語で書かれたレポー

ト、論文などを支援対象物としている。その支援者となるチューターを、本学では大学院生

が担うが、チューターとして支援を行うためには、書き手としてのライティングの知識や経

験に加えて、「どのようにライティングを支援するのか」に関するそれ相応の専門性を身に

つける必要がある。 

そのため、AWC では、青山キャンパスに新設された 2017 年 10 月から 2018 年 12 月現

在にかけて、これまでのところ 4期（2017年 10月～、2018年 3月～、同年 5月～、同年

10 月～）にわたりチューター研修を実施してきている。ライティング支援者の育成を企図

するこのプログラムにおいては、支援現場に入る前の研修期間中に課すテキストやワーク

シートばかりではなく、実際の利用者に対するチュートリアル後に支援内容として記録す

るチューター履歴、自身の実践を定期的に振り返るスタッフ間ミーティングの議事録、チュ

ーターを対象としたアンケート・インタビュー調査など、さまざまなデータを記録し、研究

資料として蓄積してきている。 

本研究では、こうした資料にみられる記述を対象に質的な分析を行うことを通して、ライ

ティング支援者としてのチューターの変化のプロセスを描くとともに、同支援者育成のプ

ログラムとしての有効性について検討することを目的とする。 


